
   

 

                             

 

浜松市は現在、自殺対策における地域連携のシステム構築に取り組んでおり、平成２２年９月には自殺

対策地域連携プロジェクトを起ち上げ、検討会や研修会を開催しています。 

そして、この度、特に経済問題を抱えるハイリスク者に対して関連が深い弁護士・司法書士と精神保健の

専門家間の連携の仕組みを構築し、自殺を防ぐための地域連携のあり方を模索することを目的として、シン

ポジウムを下記の通り開催することになりました。 

参加対象は、浜松市内の弁護士、司法書士、医師、精神保健福祉士、行政関係者、保健医療福祉関係

者、法律関係者・保健医療福祉を学んでいる学生です。 

事前申し込みの必要はありません。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

【お問い合わせ先】 聖隷クリストファー大学大場義貴研究室 

〒433－8558 浜松市北区三方原町 3453 

電話：053－439－3186  

E-mail：yoshitaka-o@seirei.ac.jp 

浜松市自殺対策地域連携プロジェクト 

絆で支える 
  

１．日時： 平成 ２４年 ２月 ２５日（土）１３：３０～１６：３０ 

２．場所： なゆた浜北 ３階大会議室 

静岡県浜松市浜北区貴布祢 3000 番地※遠州鉄道浜北駅前徒歩１分 

３．内容： 実行委員長あいさつ  尾島 俊之 

第一部：基調講演  

演題 「心理学的剖検による自殺の実態」  勝又 陽太郎 

（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所自殺予防総合対策センター） 

第二部：シンポジウム プロジェクトの概要  大場 義貴 

１）司法書士  中里 功 

２）精神保健福祉士  野村 圭 

３）鈴木愛子 

４）講評・今後について 

コーディネーター  二宮 貴至 

 

自殺対策地域連携シンポジウム 
 


